
令和６年度学校評価結果 
鹿屋市立鹿屋看護専門学校 

 
【評価基準】 2.5〜３：適切、2.0〜2.5：ほぼ適切、1.0〜２.0 未満：やや不適切、1.0 未満：不適切 

 
 項目 評価  令和６年度                 令和 5 年度 
Ⅰ 教育理念・教育目的 評価点 2.7(適切) 評価点 2.9(適切) 
 教育理念、教育目的 昨年度より平均は 0.2 低下した。教育理念、教育目的はシラバス、教育内

容、学校要覧、学生便覧、実習要項に明確に記載されており当校の特徴を
明確に明示している。カリキュラム改正後に入職している職員は教育理
念、教育目的をどのように自身の教育活動へ繋げ方に困難さがある。 

Ⅱ 教育目標 評価点 2.8（適切) 評価点 2.9(適切) 
 教育目標 

 
昨年度より平均は 0.1 低下。豊かな人間性・基礎的能力・地域のニーズ・
多職種連携・探求性について明示しており、教育理念に基づき教育目的を
達成するための教育実践につながる目標は具体的で適切である。 

Ⅲ 教育課程 評価点 2.6(適切) 評価点 2.7(適切) 
 教育課程 

教育課程評価 
教員の教育活動の充
実 
学生の看護実践体験
の保障 

・昨年度より平均は 0.1 低下。教育課程経営は、教育理念・教育目標を達
成するために教育計画・シラバス・学生便覧に指針を明示している。教育
課程は基礎科目から専門科目にわたり系統立てて学べるよう構成され、各
学年の時間割にも反映されている。     
・本年度は 1 人の新人専任教員を迎え運営上の人員を確保し、新しいキャ
リアでの力を発揮できるよう講義・実習指導・校務分掌に先輩教員の指導
支援を得られるような相談体制を促進した。 
・教育計画では、１年次の時間配列がタイトな状況であることから、これ
を緩和し、段階的に困難感を最小限に単位履修の支援ができるようにす
る。 
・教員の研究活動に関しては、看護研究推進委員会を立ち上げ、活動を開
始している。授業準備は自宅で実施することもあるが、残業時間は減少し
ている。専任教員の人数が増え、人材充実により、持ち帰りや時間外はや
や緩和されている。また、今年度より実習の張付き指導を解消すべく実習
時間の調整を開始。これにより更に持ち帰り業務や時間外勤務は減少され
ると考える。 
・新人教員は授業時間数を軽減し、授業計画指導を行い、ある程度の段階
的な授業準備体制を保障できたと考える。     
・相互研鑽システムは、チームティーチングや授業見学等を中心に授業内
容について教員相互で個々に話し合い、教育会議や実習リフレクション等
で検討、課題解決に取り組んでいる。校外研修はラダーを基本に計画的に
参加し還流報告により情報共有した。 



・カリキュラム改正により地域の新たな実習施設での実習が開始したが、
事前調整や教員実務研修等を計画的に行い、学生の実習環境整備に取り組
んだ。一方既存施設も状況により学習支援体制が不十分な場合もあり、教
員のより一層の調整を要している。臨床での倫理・安全教育は重視しタイ
ムリーに行い理解を深めさせている。     
・本年度卒業生は看護師国家試験に全員合格した。卒業時アンケート等の
評価により課題を明確にし、カリキュラム運用に反映させる。 

Ⅳ 教授・学習・評価過程 評価点 2.8(適切) 評価点 2.7(適切) 
 授業内容間の関連と

発展 
授業展開 
教員間の協力 
評価とフィードバッ
ク 
学習の動機づけと支
援 

・昨年度より平均は 0.1 上昇。各自授業計画に基づいて準備・教授から評価
まで行っている。学生の学習状況を確認しながら授業・実習等を進め、必要
時、個別指導を行っている。学生からの意見をもとに、次年度の授業構築に
活用している。講師会議では、今年度から導入した電子テキストや ICT 教育
の推進をテーマにそれぞれの科目の先生方から意見をいただいた。 
また、シミュレーターや動画等を活用し学生のイメージが図れるよう授業の
工夫を行った。 
・カリキュラム改正に伴い、１・２年生は効果的な評価方法へと改善を図っ
た。模擬試験結果等で旧カリキュラム生との優位差は見られず、実質的な知
識の定着となるよう継続的に工夫していく必要がある。   
・2 年次履修の地域・在宅看護方法論において、多職種によるノーリフトケ
アに関する講義・演習を取り入れた。1 年次基礎看護学「活動」から発展し
た援助を受ける人も援助者も安全で安楽な日常生活援助技術に学生の関心は 
高く理解も深まった。     
・国家試験対策においては、1 年次からの個別に応じた学習支援や段階的模
擬試験実施、3 年次自己学習確認や夏季休業期間のチューター制指導、実習
終了後はレベル別に複数教員で個別指導、グループ学習等の対策を行った。 
教員全員体制で、学生から求められたら迅速に対応、丁寧に指導することを
心がけた。その結果全員合格することができた。 

Ⅴ 経営・管理過程 評価点 2.7(適切) 評価点 2.7(適切) 
 組織体制 

財政基盤 
施設設備 
学生生活の支援 
情報提供 
運営計画と将来構想 
 

・昨年度と同様の点数であった。   
・学校の情報は保護者会、高校訪問、指導者会議、講師会議、広報誌、HP
等で関連する人々へ学校や学生の状況を伝え、学校経営に反映させている。 
・運営ガイドにて学校の目標が提示され、各教員の役割も提示されている。
カリキュラム改正に伴い推進チームを中心にカリキュラム評価を行い、教育
計画改善などに繋げた。ICT 教育は推進チームを中心に令和７年度からの 
電子書籍導入を達成した。学生の連絡や会議の DX 化も試行中である。 
・自己点検・自己評価は年 1 回実施。新任教員は 10 月に中間評価を含め２
回実施し不明瞭な点には説明補足を行い新しい視点を経営に活かすようにし
た。評価視点の解釈が各教員により異なることがないよう共通認識の必要性



が明確となった。     
・校務分掌は始期目標立案、中間・最終評価を実施し、市の人事評価は上
期・下期目標立案、上期末・下期末評価を実施し、自己点検・自己評価に反
映させている。校務分掌マニュアルの見直しや改善を行い引き継いでいる。 
・学習環境は建物の老朽化や空調設備故障に対し現状を工夫してきたが、市
の⻑期改修計画により段階的に改善が見込まれる。    
・令和４年度に作成した学校防犯マニュアルによりオリエンテーションや講
習会等防犯管理の充実により安全な学校環境を整備した。   
・令和５年度 10 月にハラスメント防止に関するガイドラインを作成活用
し、研修や評価によりハラスメント防止の意識高揚と行動化につなげ、学生
及び教職員のより良い学びや勤務の環境作りを促進した。   
・心理的、経済的に困難のある学生に早期に気づき個別指導やカウンセラー
との連携、奨学金等の紹介により就学支援に繋げた。 

Ⅵ 入学 評価点 2.8(適切) 評価点 2.8(適切) 
 入学者選抜 

入学状況、入学者の
推移 
 

・昨年度と同じ点数。推薦入試及び社会人入試の定着と学校訪問等によ
り、入学者の定員確保は継続して行えている。ただし、入学後の進路変更
や推薦入学者の基礎学力不足が問題となっている側面もあり高校との連携
等の対策を講じる必要性は強くなっている。 
・A 日程受験者の鹿屋市内への就職の推奨。 

Ⅶ 卒業・就職・進学 評価点 2.6(適切) 評価点 2.6 

(適切) 

 卒業時の到達状況 
就業・進学 
卒業生の把握 

・昨年度と同じ点数。学生への学校評価アンケートや成績状況から卒業時
の到達状況を把握している。     
・厚労省委託外部団体によるキャリアアップ研修や卒業時技術演習を行
い、リフレクションでは看護師としてスキルを磨き貢献したいなどの意見
があり、就職に向けた意識付けができた。     
・今年度卒業生は市内就職約６割、県内約８割と地域定着率は過去最高に
向上した。就職支援相談体制を市教委を通して弁護士等の助言も得て工夫
し、学校説明会や広報活動、在校生や卒業生のつながりも成果を導いた。 
・一方市立校として市内や地域に貢献できる看護師の育成を目指している
ことを学生に日ごろから周知し、帰属意識を喚起し、入試形態などで人材
確保のための対策を講じているが、県外就職希望の学生や推薦入試で入学
しても市内にとどまらない学生も少なからずおり、高校や保護者との連携
を図る必要がある。     
・指定校推薦枠や社会人枠導入開始時の令和３年度から比較すると市内就
職割合は上昇してきており効果は認められより適切な説明による看護教育
校の認知向上につなげる必要がある。 
     



Ⅷ 地域社会・国際交流 評価点 2.4(ほぼ適切) 評価点 2.3(ほぼ適切) 

 地域との連携と社会
への貢献 
国際的な視野を広げ
るための授業や環境
整備 
 

・昨年度より平均は 0.1 上昇。文化人類学では異文化講師による台湾文化
に触れ、非常に好評である。３年次には、教科外活動として異文化交流で
はカピックセンターにて、マカオの学生と交流を図り異文化に触れ、多様
な人間の理解を深めた。１年次の外国語Ⅰでは、米国人によるネイティブ
な医学に関する外国語に触れ、２年次では外国語Ⅱで大学の国際交流セン
ター⻑(教授)による英語絵本の多読、医療英会話教育等にはアクティブに
楽しく取り組んでいる。昨今の世界規模の紛争や災害ニュースにも SHR 等
で触れ、学生の国際的視野拡大を意識した教育を行っている。 
・地域社会においては、昨年度から名称変更した地域・在宅看護論実習や
特別教育活動を更に充実させ、地域理解を深める機会となった。学校祭で
は、地域開放し市⺠と交流した。クラスマッチ時の市街環境美化活動、３
年生は卒業前地域ボランティア活動を行い地域との関りを振り返る機会と
なり、改めて鹿屋市に感謝する声も聞かれた。 
・コロナ感染対策が緩和され、地域の防災訓練に学生の参加が可能にな
り、地域交流と新たな学びの機会を得た。    
・卒業生が学校へ訪問する機会も増え、卒業後の状況や当校の技術を重視
した教育内容が就業をスムーズにさせているなどの意見を聞くことができ
た。在校生への卒業生の状況の情報提供により就職先や今後の目標の指針
となった。     
・教員はコンチネンス協会講師や手術看護認定看護師の資格を活かした講
演や支援活動、異文化の子どもと家族への健康教育等の地域貢献も積極的
に担い学生のモデルとなるべき活動をしている。    

Ⅸ 研究 評価点 2.4(ほぼ適切) 評価点 2.2(ほぼ適切) 

 教員の研究活動の充
実 
 

・昨年度より平均は 0.2 上昇。看護研究推進委員会を設置し積極的に活動
している。また、学会で発表するなど以前に比べ飛躍的に研究活動は進ん
でおり、今後更なる挑戦を継続していく。   
・引き続き、研究に価値を置き教員相互に支援し合う文化的素地や、人
材、時間、財政、環境を整備させていく必要がある。 

 


